
デフォルトのポート範囲

このドキュメントでは、次のデフォルトが使用されています。デフォルトのポート範囲は、新

機能の開発に伴い（やむを得ない場合は）変更されることがあります。シスコのドキュメント

には、特定のバージョン番号の現在のデフォルトポートがリストされています。

このドキュメントでは、サードパーティのインフラストラクチャで使用されるポート範囲を記

載している場合があります。これらはデフォルト値であり、ご使用の環境に対して正しいこと

を保証するものではありません。サプライヤのマニュアルに従って、これらの接続を設定する

ことをお勧めします。

Note

Table 1: Expresswayのデフォルトポート範囲

詳細現在の範囲用途プロトコル

アウトバウンド

HTTP/S、LDAP
1024～ 65535エフェメラルポートTCP

DNS、アウトバウンド
TURNリクエスト

1024～ 65535エフェメラルポートUDP

30000～ 35999エフェメラルポートTCP

30000～ 35999エフェメラルポートUDP

25000～ 29999アウトバウンド SIPTCP

Expressway-Eのみ。
443または 1024以上の
任意のポートに設定可

能

3478小規模/中規模
Expressway-Eでのイン
バウンドTURNリクエ
スト

UDP&TCP
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詳細現在の範囲用途プロトコル

大規模Expressway-Eの
み。最初のポートが

1024以上の6ポート範
囲に設定可能。

ポート多重化が有効に

なっている場合は、単

一のポートに設定でき

ます。TURNポート多
重化の詳細について

は、『Cisco
Expressway管理者ガイ
ド』を参照してくださ

い。

3478～ 3483大規模Expressway-Eで
のインバウンドTURN
リクエスト

UDP&TCP

Expressway-Eで、TCP
443 TURNサービスが
有効になっている場合

のみ。

443Cisco Expressway-Eで
のインバウンド TCP
TURNリクエスト

TCP

Expressway-Eのみ。24000～ 29999TURNリレーUDP

範囲は、デフォルトの

範囲内で設定できま

す。たとえば、37000
～ 38200ですが、
35000～ 36200ではあ
りません。

S/MExpresswayでは、
デフォルト/カスタム
ポートを使用しない場

合、最初の 2つのポー
トを多重化メディアに

使用できます。

Expresswayでは、範囲
の最初の 12個のポー
トが多重化メディアに

使用されます。そのサ

ブ範囲をカスタマイズ

することはできませ

ん。

36000～ 59999RTP/RTCPメディアUDP

デフォルトのポート範囲

2

デフォルトのポート範囲

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-maintenance-guides-list.html


詳細現在の範囲用途プロトコル

2776/2777は古いペア
ですが、S/Mシステム
オプションで新しいデ

フォルト範囲が導入さ

れたときにカスタマイ

ズする機能により、デ

フォルトとして保持さ

れます。カスタムペア

は、設定 >トラバー
サル>ポートで定義さ
れます。

Expressway-Eのみ。

接続マップ

とポート参

照では、わ

かりやすく

するために

すべての

ポートオプ

ションを示

していませ

ん。たとえ

ば、図には
2776/2777
と表示され

ているが、

代わりに
36000/36001
を使用する

ことを選択

した場合

は、
2776/2777
も開く必要

はありませ

ん。

Note

2776/2777または
36000/36001

小規模/中規模
Expressway-Eシステム
上の多重化メディア

UDP
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詳細現在の範囲用途プロトコル

大規模システムオプ

ションで導入された新

しい範囲。この範囲

は、常にRTP/RTCPメ
ディア範囲の最初の12
ポートであるため、別

のメディア範囲を設定

した場合は異なりま

す。

Expressway-E大規模
OVAまたは大規模ア
プライアンスのみ。

接続マッ

プとポー

ト参照で

は、わか

りやすく

するため

にすべて

のポート

オプショ

ンを示し

ていませ

ん。たと

えば、図

に
2776/2777
と表示さ

れている

が、
Expressway
が大きい

場合は、
2776/2777
ではな

く、メ

ディア範

囲の最初

の 12個の
ポートを

開く必要

がありま

す。

Note

36000～ 36011大規模Expressway-Eシ
ステムの多重化メディ

ア

UDP
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詳細現在の範囲用途プロトコル

設定可能。最初の

Expressway-Eトラバー
サルサーバーゾーン

の SIPリスニングポー
ト。後続のトラバーサ

ルサーバーゾーン

は、増分ポート番号を

使用します。デフォル

トでは 7002です。

7001SIPトラバーサルTCP

設定可能。最初の

Expressway-Eトラバー
サルサーバーゾーン

の H.323リスニング
ポート。後続のトラ

バーサルサーバー

ゾーンは、増分ポート

番号を使用します。デ

フォルトでは 6002で
す。

6001H.323トラバーサルUDP
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


